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はじめに

本書を手に取っていただいた皆様に、厚く御礼を申し上げます。ぜひ、本書を通し
た学びから「スポーツ健康科学」の入り口をのぞいていただきたいと思います。
本書につきましては、大学や短期大学、専門学校などで開講されているスポーツ・

健康科学系科目でご使用いただけるように編集されております。必修科目でも、一般
教養科目でも、ご使用いただけます。本書は、体育・スポーツ・健康科学における「専
門性（正確性）」と「わかりやすさ」を両立させること、また、この複合領域の基礎
となる知識を身につけることを念頭に置いております。
ほんの一例ですが、作成にあたり全員が意識したコンセプト・強みを紹介します。

・�体育・スポーツ・健康科学の専門的知識をわかりやすく伝えること、ポイントを絞っ
た簡潔な記述とし、各章のまとめに「学びの確認」を設定する。

・�専門用語や語句の解説に始終した内容ではなく、事例や研究などを紹介しながら
エビデンスに基づく解説で、専門的なものの見方や裏づけられた根拠を学ぶ。

・�テキストの紙面にQRコードを掲載し、資料や必要な情報にアクセスできる。
・�教員のシラバス作成や、大学教育で求められる講義の一助となる要素（各章ごと
のねらい・目的・目標を明示、各節ごとの要約など）を盛り込む。

学習者はアンダーラインを引き、発言を余白にメモしたような経験があると思いま
す。しかし、その時ばかりの使用で後は自宅の片隅に、というケースは少なくありま
せん。
学び手が学習するこの知識は、ただただ単位を取るために獲得するものではありま

せん。当然ながら、これだけを知って（押さえて）さえおけばよい、といったことも
ありません。学習者はいわば“人生の時間”をしっかり使い、生涯付き合っていくこ
とになる身体のこと、そしてその周辺の理論を学びます。これらの学びを達成するた
めに、テキストとしてよりよい補助となるべく、本書は「自分の手（字）で汚して使
うこと」ができるように仕上げました。ぜひ、自ら執筆して学んだ本書を手元に残し
ていただき、何年後かには、「この時はこんなことを書いたんだ」と自分の執筆を顧
みられることを切に願います。
結びになりますが、編者が示した企画趣旨に賛同し、多忙の中ご執筆いただいた著

者の方々に、心より御礼申し上げます。また、本書の出版をご提案いただき、出版ま
でいつもご丁寧に導いていただいた株式会社みらいの皆様に、執筆者を代表して、改
めまして御礼を申し上げます。

2022 年 6 月
編著者　佐藤洋
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1 スポーツとは何か

「 ス ポ ー ツ っ て 何？」 と 問 わ れ た と き、 そ の 実 施 の 意 味・ 意 義 に つ い て、 
あなたはどのように答えることができるでしょうか。

あなたはスポーツで、楽しいこと・苦しいこと・嬉しいこと・辛いことを
体験すると思います。この経験は、今後の人生に生きるのでしょうか。

1

2

　スポーツは私たちの生きる世界に当たり前のように存
在していますが、あなたはどのように理解しているで
しょうか。また、実際にスポーツをする人がその意味や
価値をよくわからないのならもったいないですよね。
　第１章では、そもそもスポーツとは何か、そしてスポー
ツを通して何を学ぶのかについて考察します。

　スポーツの経験はあると思うのですが、その最中、
「なぜあんなプレー（判断）をしたのか」自分の行為を
どこまで理解して説明ができるでしょうか。
　人間には無意識の領域がたくさんあります。ここでは
反省的態度から、あなたの行為に迫りましょう。

なぜこの章を学ぶのですか？

第 1 章の学びのポイントは何ですか？

10 11

第 1 章　スポーツとは何か

見本



私たちの頭の中にあるスポーツとは11
　スポーツとは文化概念である。元々必要としてきた身体活動が人間の生活にあり、その活

躍の場として文化的発展を遂げた成果がスポーツであるといえる。「スポーツ」の確固たる定

義はないが、樋口聡による遊戯性・組織性・競争性・身体性というスポーツの構成要素は、

スポーツと他の活動を区別するための観点となる。

スポーツという言葉の認識1
（1）スポーツとは文化概念である
　スポーツという言葉を使って本章を進めていくのであるが、まず初めに、

「スポーツとは文化概念である」ことを強調したい。
　この点を考えるために、読者には実践したことがある・見たことがある・
知っている、といった現在のスポーツを想像してほしい。想像してもらった
スポーツには長い時間をかけてルール（規則）やスコア（得点）やタイム（時
間）などが整備されてきた歴史がある。私たちはこうした歴史の上で成り立
つようなスポーツを考えているのではないだろうか。
　上述した歴史のおかげで、私たちは使用する言語が違っても、大人や子ど
ものように体格や体力が違っても、老若男女が集まったとしても、肌の色が
違っていても、世界中の人々とスポーツすることが可能である。このように
考えると、誰もがいつでも楽しめるように発展してきたスポーツとは、世界
共通語としての機能をもち、そして、誰もがその現象や意味を共有できるよ
うな文化なのである。

（2）スポーツが生活に根づく理由
　図らずも、私たちの生活の中にはスポーツが自然に溶け込んでいる。それ
ではなぜ、スポーツは私たちの生活に溶け込んでいるのだろうか。
　スポーツが文化であることは上記の通りだが、文化の意味を確認すると

「人間が自然に手を加えて形成してきた物心両面の成果。衣食住をはじめ技
術・学問・芸術・道徳・宗教・政治など生活形成の様式と内容とを含む」１）

とある。人間は生活の中で何らかをスポーツへと昇華させたのだろうか。
　人間が狩猟などを通して生活していた頃は、速く走ることや跳べること、
ものを遠くに投げることが必要であった。それは獲物を獲得するためであり、
そのために身体をよりよく動かすこと、すなわち身体活動なくしては生活が
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成り立たたなかったことを意味する。こうした着眼点をもとに、人間は現在
のスポーツへと身体活動を昇華させたのではないかと仮定して考えてみよ
う。
　実際のスポーツ場面では、人間は「走る」「跳ぶ」「投げる」といった身体
活動を複雑に組み合わせて実施している。私たちはサッカーにせよ、野球に
せよ、バスケットボールにせよ、それぞれのスポーツの特性にあった身体活
動を実践しているのではないだろうか。それはまさに、獲物が得点などに置
き換わっただけで、人間にとって必要な身体活動が生きる場面という意味で
は、通底するその本質的な考え方は変わらないように思われる。
　つまり、もともと必要としてきた身体活動が人間の生活にあり、その活躍
の場として文化的発展を遂げた成果がスポーツなのである。これが私たちの
生活にスポーツが溶け込む状況が生まれた理由であると考えられる。

（3）制定されたスポーツの法律
　日本は 2011（平成 23）年にスポーツ基本法を公布している。その前文
は「スポーツは、世界共通の人類の文化である」と始まる。少なくとも日本
では、スポーツは地球に生きる人類共通の文化であることを世界に向けて主
張したことになる。ここでは、スポーツ基本法で定められるスポーツの定義
を少し噛み砕きながら整理したい。
　スポーツ基本法に見るスポーツとは、心と身体を健全な発達に導くものと
されている。適度な運動習慣を子どもの頃から身につけておくことは、人生
の質（quality of life：QOL）を高めることになる。この意味で、義務教育
段階にある子どもたちが体育という教育を通じて身体活動やスポーツを行う
ことはある種で理に適っている。
　スポーツは精神を十分に満たす充足感を獲得すること、自分の行為を自分
で規制しようとする自律心、その他精神の涵

かん
養
よう

（養い育てること）のために
も有効とされる。さらに、スポーツは今日、国民が生涯にわたって心身とも
に健康で、文化的な生活を営む上で不可欠であると述べられる。まさにこの
一文では、人間が文化的な生活を営むためにスポーツは欠かせないものと謳
われているのであり、私たちの生活に密接に関係することを認めている。

スポーツの定義や特徴に迫る2
（1）スポーツに見る 4 つの構成要素
　まずはスポーツの定義づけを試みたいのであるが、実は確定した定義は存
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在していない。この理由は、時代によってスポーツの考え方や見方が目まぐ
るしく変化するからである。例えば e スポーツ（electronic sports）が盛
んになると「e スポーツはスポーツなのか」といった課題が出るように、ス
ポーツという言葉の捉え方は時代とともに変化している現実がある。
　それではスポーツの定義は難しくとも、ここではスポーツの定義を試みた
研究者の議論をヒントに、スポーツの特徴づけを試みたい。
　スポーツ美学の研究者である樋口聡は、「スポーツとは、日常とは異なる
意味連関をもつ特殊な情況のなかで（遊戯性）、人為的な規則にもとづき（組
織性）、他人との競争や自然との対決を含んだ（競争性）、身体的活動（身体
性）である」2）と述べる。スポーツ倫理学の研究者である近藤良享も、スポー
ツの定義には諸説あると述べた上で、遊戯性、組織性、競争性、身体性の 4
つの構成要素を備えた活動がスポーツであると述べる 3）。
　今一度整理をすると、❶遊戯性とは、スポーツが日常生活とは異なる非日
常の時間・空間の中で行われる活動ということを意味する。❷組織性とは、
制度性とも表現でき、スポーツが成立するためにはルールの明確性や絶対性
によって支えられなければならないことを意味する。❸競争性は、スポーツ
では必然的に競い合いが生じることを意味する。なお、この競争には人と人、
チームとチーム、人・チームと自然といった競争の形も含まれる。❹身体性
とは、スポーツには身体的に熟練することや卓越した技能を身につけるとい
う性質が伴うことを意味する。
　両者に見る遊戯性・組織性・競争性・身体性という 4 つの構成要素は、
スポーツと他の活動を区別するための観点になる 4）。つまり、この 4 つの要
素を備えた活動であれば、スポーツとして特徴づけられる活動といえるだろ
う。

（2）スポーツへの期待と現実
　スポーツを愛好する人々は何を期待して実施するのだろうか。もちろん、
スポーツに期待することは人によって異なる。ここでは本書のキーワードで
ある健康と関連づけながら、生涯スポーツの文脈からその実際に迫る。
　スポーツ哲学の研究者である関根正美は、「生涯スポーツが人間にとって
持つ意味は、スポーツが『楽しみと健康』をもたらすという点に集約される」5）

と述べる。続けて、「人間としての主体性や人間としての価値の獲得、楽し
みの享受を得るために生涯スポーツが求められなければならない」6）と述べ
る。つまり、生涯にわたってスポーツと付き合うことは楽しみと健康をもた
らし、また逆説的には、私たちの主体性や人間的な価値の獲得のために、ス
ポーツに携わっていくことの必要性が指摘されている。
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　しかし、現実は綺麗事だけではすまないのである。スポーツを行うことで
すぐに「楽しみと健康」が得られるわけではない。そこには、苦労や挫折な
どの過程が存在する。関根は次のように述べる。

　型すなわち理念に向かって成し遂げてゆくとき、人は当然のことながら
失敗の不安や挫折といった経験を余儀なくされる。努力を求められること
なしに、何事かを成就達成することなどあり得ないのである。ましてや、
自己実現を獲得しようとするのであれば、それに伴う苦しみも覚悟しなけ
ればならない 7）。

　スポーツはやっておくととにかく効果的なので推奨すればよい、というこ
とはない。当たり前のことではあるが、何らかの達成を得るためには、失敗
の不安や挫折などの体験はツキモノであり、自己実現を達成するためには、
そこに見合う「努力」をしなければならないのである。

スポーツと人間の関係22
　人はなぜスポーツをするのか。なぜスポーツに夢中になり、パフォーマンスの向上をめざ

そうとするのか。この疑問の答えには、「競争」のないスポーツはないこと、「困難」のない

スポーツもない中で、失敗を繰り返そうとも「何か」を成し遂げようとする人間（自分）の

姿を想像する必要があるだろう。

スポーツにのめり込む要因とは1
（1）スポーツと競技スポーツ
　スポーツは、常に私たちの生活と密接にかかわりながら、形のないものと
して存在している。おそらく、私たちが求めるならばスポーツという言葉を
聞かない日はない。それはそれだけ私たちの生活に浸透している証拠である。
実際にはスポーツのよい部分や嫌な部分を見たことがあると思われる。もし
かすると、体育会系といわれるような競技の世界に身を置いていた人や、そ
れを近くで見ていた人は、競技スポーツにおいて喜怒哀楽に絡むさまざまな
体験・経験をすることが多かったかもしれない。
　ここでは、スポーツと競技スポーツの違いを考えるために、そのヒントと
して両者の違いを「遊戯性（play）」と「競技性（athletics）」という観点

14 15

第 1 章　スポーツとは何か

見本



から考察してみよう 8）。
　❶楽しもうとするような遊戯性 ⇔ ❷ライバルに負けまいと臨む競技性
の、2 様の対比を想像いただきたい。もし、そのスポーツが遊戯性か競技性
のどちらかに偏ってしまうならば、ルールなど度外視で遊び呆けることに徹
するか、競争を指向して勝利の追求に徹するか、結果的に極端などちらかに
なる。要は、やっている人が楽しければ何でもいい、強ければ何でもいいと
いった世界観がそこにはある。
　スポーツまたは競技スポーツであっても、その実施にあたっては競争によ
る勝利や成功をめざして取り組んでいることには変わりない。しかし、スポー
ツと競技スポーツには決定的に異なる点がある。それは、競技スポーツが競
技性に多少なりとも偏ることにある。もちろん、それはアスリートがスポー
ツを楽しんでいないということではない。そもそもスポーツには「気晴らし」
や「遊び」という意味があるが 9）、競技スポーツとは、気晴らしや遊びを抑
えた活動だといえるだろう。
　また、私たちは普段何気なくスポーツという言葉を使っているが、わざわ
ざ競技スポーツという言葉はあまり使わない。上述の議論によってスポーツ
と競技スポーツが異なることを示したが、私たちはいつの間にか競技スポー
ツの意味も含めて、スポーツという言葉を使っている現実がある。

（2）「競争」のないスポーツはない
　突然だが、スポーツに競争のない形式などがあるだろうか。本章の第 1
節第 2 項に記載した通り、4 つの構成要素から特徴づけたスポーツを考えて
いくならば、❸競争性とあるように、人と人（個人戦や自己との競争）、チー
ムとチーム（団体戦など）、人・チームと自然（サーフィンや登山など自然
と向き合うもの）といった競争の形式（形態）が存在する。この意味で考え
ると、スポーツに競争はツキモノなのである。
　トーマス（C. Thomas）は、スポーツにおける「競争」の目的は勝利や
成功であると述べる 10）。裏を返せば、スポーツにおける「競争」によって
こそ、私たちは勝利や成功を手にするのである。そこでは程度の差はあれど、
さまざまな次元の競争が行われている。例えば、格闘技では厳しい対人練習
を通じて勝利を掴むのであるし、ダンスには一糸乱れぬ作品としての成功が
ある。私たちは、勝利や成功を掴むために、スポーツというある種の「競争」
の世界にのめり込む。
　他方、サイモン（R. L. Simon）は「自己との競争を目指す選手にとって
の目的は、相手を負かそうとするのではなく、自らの競技能力を高めるこ
と」11）と述べる。彼が述べる競争の形式は「自己との競争」が意識させら
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れている。もちろん、相手に勝つことをめざさないことはないが、先のトー
マスの論考とは競争の形式（形態）が異なる。健康維持のためのダイエット
などは自分との戦いであるが、一方では他者を振り向かせるためのある種の

「競争」なのである。それはまさに、自己実現のための「競争」である。
　また、スポーツ哲学者であるドゥルー（S. B. Drewe）は、特定のスポー
ツにおける共同的努力について次のように述べている。

　スポーツの内在的価値には、身体能力、共同の努力を通じた人間の連帯、
特定のスポーツの卓越性への関心が含まれる。内在的価値の本質は、それ
が当の活動の論理的属性だということである。したがって、そうした価値
を手に入れたいのなら、これらの価値が内在的であるような活動に従事す
るのは有意義である。スポーツの内在的価値を追求するさい重要なことは、
競争とは卓越性の追求において共同に努力することだという理解であ
る 12）。

　スポーツにある内在的価値が人を夢中にさせるのである。例えば、思いの
通りに自分の身体をコントロールすること、誰かと意思疎通することに美し
さを感じること、その結果を他者に認めてもらえるような状況である。スポー
ツの実施に際して、こうした価値を見出して努力することは、自然なことな
のである。

（3）「困難」のないスポーツもない
　「競争」やスポーツの内在的価値がアスリートを惹きつけ突き動かすなら
ば、アスリートが好んでスポーツにのめり込む光景は容易に想像できる。し
かし、こうした光景には「困難」がツキモノである。スポーツ社会学者の吉
田毅は「そもそも種々の困難は、アスリートがそれ相応の目標を目指して競
技生活を送っていく際には付き物とも言えよう」13）、「アスリートには競技
生活ないしはその後において、種々の困難が不可避といっても過言ではな
い」14）と述べている。アスリートには、スポーツに熱を帯びる過程で「困難」
が立ちはだかる。
　関連する言説を列挙してみよう。例えば、学生時代に競技スポーツへ熱中
したあまり、いざ競技生活から離れると立ち行かなくなるアスリートは少な
くない 15）。それはまさに、学校における勉学を疎かにしてでも、競技を生
活の中心に据え続けたことが当てはまる。さらに、アスリートは子どもの頃
の目標や願望をほとんど実現できず、競技スポーツの世界から退くことが多
い。なぜなら、競技スポーツの世界で安定した居場所を見出そうとしたとし
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ても、そこには厳しい競争的現実があるからである 16）。こうした現実はし
ばしばセカンドキャリア問題を引き起こす。子ども時代から将来を有望視さ
れてきたアスリートはキャリアから離れると競技以外の社会的活動がほとん
ど初めての体験になり、満足な生活や仕事を為すことに支障あることが考え
られる。競技生活に長くのめり込むことは、ある種ギャンブル的要素すらあ
る。また、競技団体によってはプロ契約制度自体がなく、競技のトップ選手
であってもアマチュアとして生活することは珍しいことではない。このよう
に、競技という世界にアスリートが惹きつけられ、のめり込むことには、と
きに社会的問題すら引き起こす現実がある。

スポーツすることの意味や意義2
（1）卓越しようとする存在について
　アスリートにとって、社会的現実の観点から厳しい現実があることを述べ
た。しかし、スポーツに熱中したことのある人（または好きな趣味に没頭し
たことがある人）にはわかると思うが、まさにそれをやっている時は、先の
ことなど考えず、楽しく、それが幸せ、むしろこの瞬間を一生懸命に生きて
いる実感すらもつことがある。
　もちろん、こうした生き方がすなわち「本当によいこと」なのかは別の問
題である。ここでは、なぜ人間は失敗や不成功を重ねながらも、好きなこと
には没頭してしまうのかという人間学的な問題を考えてみたい。
　ここでは「卓越（excellence）」概念をヒントに考えてみる。先のドゥルー
論（p.16）でも述べたが、もし、あなたが一見ギャンブルとも思えるよう
な競技的生活にのめり込んでいたとしても、実際には試合のための練習や準
備に熱心に取り組み、努力をしている。こうした人間的な営みである努力に
ついて、スポーツ哲学者のワイス（P. Weiss）は「卓越」概念を使って次の
ように述べる。

　競技者は彼自身を現在充足するために戦っている。（中略）彼は、未来
ではなくて、現在、彼に可能である卓越（excellence）を求めており、
卓越できるし、卓越するのである 17）。

　努力する存在は「現在充足するために戦っている」のであるが、卓越しよ
うとするあなたは、その世界（業界）で認められる卓越性（優秀性）を求め
ている。つまり、アスリートとしてのあなたならば、その競技種目における
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卓越性に基づき、実現可能な勝利や成功を掴むために努力しており、競技の
世界における劣等評価のような好ましくないことの存在を感じていたとして
も、その世界（業界）で卓越しようとする存在なのである。

（2）“ よく ” なろうとする人間的性向
　前項では卓越しようとする存在について述べた。ここで、一つの問いを投
げかけたい。それは、卓越しようとするあり方を、どのように考えればよい
のかということである。ここでは阿部悟郎の指摘を引用しよう。

　われわれは失敗にも、「何か」を学ぶではないか。その「よさ」や「何か」
の高さが卓越性である。つまり、そこに表現された意味や価値の高さが卓
越である 18）。

　この議論では失敗における「何か」や「よさ」の存在が指摘されている。
一度、想像をしていただきたい。私たちは失敗や挫折なしに長い競技生活を
送り、それにのめり込み続けることができるのだろうか。むしろ、失敗や挫
折が、競技生活を続けるための重要なエッセンスになっているのではないだ
ろうか。逆説的には、勝利や成功だけを継続するアスリート（全て自分の思
い通りに物事が進んでいる人間）などいないのではないだろうか。
　本項の冒頭では、卓越しようとするあり方をどのように考えればよいかと
問いかけたが、ひとまずは、失敗や挫折から学ぶ「何か」や「よさ」がアス
リートたちを競技にのめり込ませるあり方を考えるヒントになる。
　では、アスリートが失敗や挫折なしに競技生活へのめり込むことがないと
考えるならば、どのようなメンタリティや態度をとって競技生活を過ごすの
か。要点を整理すると、卓越すること自体が競技の一つの目的として存在す
ると同時に、その目的を達成するためには失敗を繰り返しながらも努力する
といった、人間的性向あるいは特性がそこにあると考えることができるだろ
う。
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